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実験内容 

（実験手順） 

１．銀河鉄道９９９の橋脚の実現検討のあらましを、パネル４枚を使って解説する。（左図） 

２．実験装置（右写真）に３つ設けられた擬似橋脚を指ではじき揺らす。（固有振動数の確認） 

３．写真の白板（擬似地盤）を手で振動数を変えながら揺らしていく。（共振） 

４．擬似ダンパーを取り付け、そのおもりの動きを観察する。（ダンパー） 

５．同じ長さの糸についた２つの振り子の片方を揺らした後動きを見る。（共振その２） 

（現 象） 

①．各々の橋脚が、異なるリズム（振動数）で揺れる 

②．擬似地盤の揺れを変えていくことで、異なる橋脚が揺れていく。 

③．同じ揺れでも、ダンパーにより揺れが押さえられる。 

④．片方の振動が伝わり、大きくなっていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（この原理の実施事例） 

超高層ビルほか。 


